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　　　　　　　　１


「もう一度言ってみろ」

　ビエルは地面に這いつくばったままの姿勢で、ぎりっと奥歯を噛み締め、傲岸な顔でこちらを見下ろす〈拝臨掌はいりんしょう〉の門弟をねめあげた。

「おまえがズィィ師の門弟だなんて、悪い冗談だと言ったのさ」

　ディエン・ルィ・ズィィ。黒の拳匠とも、武聖とも呼ばれる東方随一の武繰の遣い手である。武繰の道を志す者なら、このディエンのもとで一度は学ぶことを夢見るほどの人物であった。

　それが、なんの巡り合わせか、ビエルは誰もが羨むこの名人の弟子となっていた。

　東方人でもなんでもない西方生まれの小僧が、ほとんど弟子をとったことがないというディエンの直弟子である。嫉妬されないほうがどうかしている。

　というわけで、この界隈の武繰遣いの門弟たちは、ビエルの顔を見るたびになにやかやとちょっかいを出してくるようになったのだった。

　いままではなんとかやりすごすことができた。いまだって、通りすがりにいきなり足をかけて転ばされても、ビエルは平然としていることができた。

　いや、これは負け惜しみではなく、かわすことそのものは難しいことではなかった。それでも相手の意図したとおりぶざまに転んで見せたのは、面目を保ってやることでこれ以上絡まれまいとしたからだった。

　正直、相手をするのも面倒だったのだ。

　だが、黙ってなされるがままになっているという態度も、なかなかに加虐心をかきたてられるものらしい。ビエルに足を突き出した年長の拝臨掌の少年は、剃髪した頭の頭頂のあたりから垂らした辮髪をくるりと首に巻きつけ、うっすらと化粧をした薄気味の悪い顔を歪めて、こう吐き捨てたのだった。

　おまえは弟子ではなくて、ディエンの慰みものなのだろう、と。

「そうじゃない。その前に言ったことだ」

　自分でも、怒りに声が震えるのがわかった。

　薄化粧の少年――こっちの方がよほどそっち方面の嗜好をそそりそうな姿だったが――はいやらしい笑みに口もとを歪めた。

「ああ、そのことか。なあ、考えてもみろ。かの武聖ズィィ師が、どうして西の猿なんかを一番弟子に取るなんてことがあると思う？　ちょっと考えればわかることじゃないか。師に衆道の気があるってのは、有名な話だしな」

　だん。

　正直、ビエル自身驚いていた。腕を突き、身体を引き起こしてから右足を踏み出して立ち上がる。それだけの動作だったが、踏み出した一歩には、われ知らず噴き出さんばかりの怒りが込められていた。

　まるで北西の婁卦山ろうかざんが噴火したかのような地響きに、ビエルを取り囲んでいた少年たちはいっせいに顔色を失った。

「おれを猿呼ばわりするのは好きにすればいい。だが、師を侮辱することは許さないぞ」

　まだたどたどしい東方語を必死で操って、ビエルはそう凄んだ。普段は莫迦にされるビエルの幼い言葉遣いが、こういうときは逆に恐ろしいまでの迫力を帯びることとなった。

　ビエルの目の前には、例の拝臨掌の少年が取り残される格好になった。後ずさる仲間たちを青ざめた顔で見回しながら、相手はその場から動けないでいたのだった。

「なめるなよ。わたしは拝臨掌の師範代補佐だ。その程度の〈雷震らいしん〉、脅しにもならない」

　雷震とは地を足や拳、掌などで叩いて、その反動を力にかえて発する技のことである。いまの雷震の強さからすれば、それで導かれる力がどれほどのものになるか、師範代補佐を任されるほどの腕なら逆にはっきりとわかっただろう。

　少年の声は明らかに震えていた。

「やるか？　どんな莫迦力だろうと、当たらなければ意味がない。おまえなど、ひとひねりだ」

　そう言ってから、目の前の少年はしまったという顔になった。どんな事情であろうと、一度仕合に誘った人間は、自分から戦いを放棄できなかった。それは、ほぼすべての武繰遣いに通じるしきたりだった。

　つまり、こうなってしまった以上、一度も拳を交えずに退けば、それは挑戦した相手の負けになる。しかも、拝臨掌の名前と師範代補佐の肩書きまで持ち出してしまった。この状態で戦わずしての敗北は、一門にとって最大の不名誉ということになる。

　いや、ビエルがあの雷震を披露するまでなら、なんの問題もなかったに違いない。実際、体力だけのビエルと、拝臨掌の師範代補佐とでは実力に天と地ほどの隔たりがあった。だが、あの雷震で発せられた攻撃がもしかすりでもしたら。

　ビエルには、あんな雷震など二度と放てない自信があったが、相手にそれはわからない。

　格下をからかうだけのつもりだったのが、いつの間にか命がけの戦いにはまりこんでしまった。その事実に気づいた少年は、混乱と恐怖にすっかりわれを失っていた。

「きぇええええい！」

　笑ってしまうほどのろのろとした動きで、相手が掌を突き出してきた。肩が盛り上がり、指がかちかちにこわばっている。力が入り過ぎなのが明らかだった。

　ビエルはすうっと息を吸い込み、肚の底に溜め込む感覚を持ちながら、一歩踏み出した足をひねりこみ、そのひねりを腕に伝えながら前に出た。西方からここまでやってくる間、いやというほど繰り返させられた基本動作のひとつである。これがまともな技と呼べるかどうかはわからないが、ディエンから伝授されたものには違いない。

「あっ」

　苦痛の、というより、驚きの声を発して薄化粧の少年はひっくり返った。拳にはなんの感触もなかったが、相手は仰向けに倒れたのみならず、そのまま後方にもう一回転しかねない勢いだった。仲間があわててささえなければ、そのまま地面で一度弾んでから、向こうに積んであった材木に突っ込んでいただろう。

「余計なことをするな！」

　助け起こそうとする仲間たちの手を振り払って、少年はばねじかけのように跳ね起きた。顔をしかめ、胸のあたりに手をやったものの、ふたたびビエルに顔を向けてきたときには、屈辱と怒りで顔をまだらに染めていた。

「やめよ！」

　澄んだ張りのある声が響いた。門弟たちがさっと道を空ける。奥から進み出たのは、さらりと長い髪の毛をなびかせ、鮮やかな薄青の長袍に身を包んだ青年だった。

　少年のうろたえぶりときたらなかった。

「コーウェイ師範代！」

「他門の門弟との諍いは禁じられているはずだが……きみの地位について、一考しなければならないようだね」

　鋭い切れ長の目でにらまれると、少年は放心したようにその場に座り込んでしまった。

　それからコーウェイと呼ばれた青年は、ビエルにまっすぐ顔を向けた。

　不意に、正面から殴りつけられたような衝撃が襲った。身体を後ろに持っていかれそうになって、ビエルは腰を落として両脚を踏ん張り、ようやくそれに耐えた。

　コーウェイはそれを見て、ほうとつぶやいて目を細めた。

「どうやらまぐれでもないようだ。さすがはあの方が教える気になった逸材ということだな。とはいえ、こちらにも面子というものがある。ただで帰すわけにはいかないな」

　言いながら、コーウェイは無雑作に間を詰めてきた。ビエルの本能が悲鳴を上げていた。

　殺される。

　明確な殺気はない。だが、攻撃の意思は感じられた。こちらをどれくらい強く殴ればばらばらになるか、その加減を正確に量っている。それほどまでに、相手とこちらの力の差は明らかだった。

「運がよければ永らえられるだろう。恨むなら、師を恨め。おまえの師が、中途半端に技を教えたことをな」

　蛇ににらまれた蛙の気分がよくわかった気がした。動けない。どう逃げても、あの拳の一撃をかわすことは不可能に思えた。その思いが足をすくませているのだ。

　空気を切り裂く音が聞こえ、胸もとに小さな空気の塊が叩きつけるのを感じた。ビエルは思わず目を閉じた。ほんの半呼吸もしないうちに、拝臨掌の絶技がビエルの胸を撃ち抜くに違いなかった。

「はっ……？」

　いつまで待っても予想した打撃がこないことにしびれを切らせて、ビエルはちらりと目を開いた。

　コーウェイの掌は、ビエルの胸の四半リット（一リットは二・五センチメートル）ほど手前でぴたりと止まっていた。手加減を加えてくれたかと顔を見上げると、コーウェイの表情にどういうわけかおびえの色が浮かんでいた。

　コーウェイの手首は別の浅黒い手によってつかまれ、そのまま空中に固定されていた。コーウェイの腕は盛り上がり、なんとか束縛を逃れようとぶるぶると震えていたが、どんなに押し引きしても手首はびくともその場から動かなかった。

　だが、驚くべきはそこではなかった。

「なにをしとるか、愚か者」

　ディエンだった。黒髪に白いものが混じり始めた武繰の神は、涼しい顔でコーウェイの手首をつかみ、相手がどんなに力をこめてふりほどこうとしても、びくともしなかった。


　　　　　　　　２


「は……お、お放しください、ズィィ師」

　コーウェイは、あえぐような声で訴えかけた。

「ああ……」

　ディエンは、まるでコーウェイの存在にようやく気づいたとでもいうように、つかんだ手をぱっと開いた。はっきりと指の形を手首に残したまま、コーウェイは右腕を胸もとに引き寄せた。

「すまなかった。年齢のせいか、力加減がわからなくなってきたらしい。まあ、それはあんたもおなじようだが」

　ディエンの口調はいたって穏やかだったが、言下にこめられた意味にコーウェイが気づかないはずがなかった。

「……お、恐れ入ります」

　表情は見えなかったが、頭を深々と下げ、コーウェイはディエンに正面を向けたまますり足で後ずさろうとした。

「まあ待ちなさい。教え子の無礼は詫びよう。このままでは、拝臨掌一門の面目がたもてないのもわかる。そこでどうだろうな、一週間の後、あんたとこのビエルとで公式に仕合うというのは」

「は？」

　明らかに驚きの表情を浮かべ、コーウェイが顔を上げた。

「公式の場なら、手加減は無用。拝臨掌としても、恥をかかせた小童を堂々となぶり殺しにできようというものだろう？」

　ぎょっとなったのはビエルの方だった。

「せ、導師せんせい？」

「かまわんよ。おまえたちは疑っておるようだが、残念ながらビエルは本当にわしの正式な弟子だ。だが、それに値しないとおまえたちが証明できたら、いっそこの不肖の教え子と縁を切るいい口実になる」

　そう言うディエンの顔には、諧謔の笑みが浮かんでいた。とはいえ、ビエルはおなじ表情で、師が敵を平然と打ち殺すところを何度も目にしている。

「それは……つまり、一週間もあれば、わたしとおなじほどの遣い手に育てられると、そうおっしゃりたいので？」

　ビエルは、コーウェイの目に危険な光が灯るのを見逃さなかった。

「ははまさか。一週間でどうにかなるほど武繰は甘いものではないよ。今度の件は、こやつにもいい成長の機会となると思ってな。さもなくば死か、だが」

　ビエルは、表情を引きつらせたまま立ちつくした。


「なんだ？　わしはなにか無茶を言ったか？」

　仮住まいの小屋に戻る道すがら、抗議の声を上げるビエルに、ディエンは驚いたような顔を向けた。

「あれが無茶じゃないなら、世の中にどんな無茶があるっていうんです！」

「そうだな……たとえば、いきなり〈戦士デール〉に任ぜられて、乗ったこともない〈西面の武者ガーヴス〉の操手にさせられる、とかな」

　故郷に残してきた幼なじみベイラの顔を思い出し、すっかり気勢を削がれた格好になって、ビエルはうんざり顏でかぶりを振った。

「とはいえ、わしは真面目に無茶を言ったつもりはない。おまえはいままで通りにやるべきことをやっていればいい。それで、しかるべき結果が出るだろう」

「いやでも導師、わたしの実力はせいぜい駆け出しの門弟程度と言われてたではないですか。あの師範代補佐ならなんとかできるかもしれませんが、あのコーウェイという師範代と闘うなんて、とても――」

　そこでディエンははっとした顔になって、にやりと笑った。

「ああ、あれはな。おまえが実力を過信して誰彼かまわず喧嘩を買うことがないようにするために言ったことでな。じつは、もうちょっと上なのだ」

「もうちょっと上？」

「さっき言ったろう？　一週間でどうにかなるほど武繰は甘くないと。たしかに一週間ではどうにもならんさ。だが、おまえはわしの課業を一年近く続けてきた。いまでは、ほんの半刻（一刻は約二時間）で課業のすべてをこなせるほどになっとるだろう。あれだけできれば、あの師範代ともまあいい勝負にはなるだろうさ」

　開いた口がふさがらなかった。呆然とディエンを見返していると、導師は真顔になって続けた。

「とはいえ、技術ではまだまだあの男の域には到底及ばん。もちろん一週間でそこまで鍛えるなど不可能だ。だから、おまえなりに闘うための準備は必要になる。ここからは新しいことを学ぶ必要はない。そのかわり、おまえの持っているものすべてを可能な限り引き上げることが重要になる。わかるか？」

　それから、ビエルはいままでの課業の倍の鍛錬を行うことになった。

　といっても、それ以外は本当に驚くほどなにも変わらなかった。仕合いがあるというのに対練もなく、することといえば朝夕の山歩きと単純な套路の繰り返し、そして合間の休息と食事だけだった。

　それは西方からの長旅の間ずっと続けてきたことだったので、鍛練の量が増えても多少疲れが増したという程度にしか感じられなかった。三日も続けるうちにそれにもすっかり慣れ、あまった時間でもう一巡始めようとしたほどだった。

「やめておけ。なにごとも、過ぎたるはなんとやらだ」

　仮住まいの小屋の前にこしらえた即席の窯の前に腰かけて、ディエンは手にした小枝をへし折りながらそうビエルに声をかけた。

「ですが……身体を動かしていなければ不安になります」

　ディエンはしばらくビエルを見つめていたが、座っていた切り株から膝に手を置いてよいしょと立ち上がった。

「実戦とは、無限の応用の場だ。身につけたことを臨機応変に組み合わせ、時には創造して、局面に合わせて適用していかねばならん……さて、では、いまのおまえが付け焼き刃の対練をやったとして、どれほどの埋め合わせになると思う？」

「それは……」

「まあ、気持ちの安定にはなるだろう。それも重要ではある。だが、それ以上におまえにはやらねばならないことがある。旅の途中、中原の宿場街で、大刀遣いの剣士に絡まれた時のことを覚えているか？」

「はい。おそるべき刀術の遣い手でした」

　忘れるはずがない。あの巨大な刀の遣い手は、ディエンを何度も追い詰め、あわや致命傷かと思わせる手傷をいくつも負わせた相手だった。

「あの時の様子を細大漏らさず思い出してみろ。すべての攻防に意味があった。あそこまでの戦いはそうはない。疲れきった状態で無理な鍛錬を続けるくらいなら、あれをさらうだけで、いまのおまえには命のやり取りを何度か経験するほどの価値がある」

　もう一年近く前のことだったが、あの戦いはいまでもはっきり覚えている。

　きっかけは、ディエンが東方人のあの剣士の前で、不用意に名前をもらしてしまったことだった。〈大街道カグラ〉を東方から中原まで旅するような武術家で、ディエンの名を聞いて挑戦しようと考えない人間はいない。ましてあの剣士ほどの腕前となれば。

　戦いは凄まじいものとなった。ディエンは得物を取らなかったが、剣士の腕はその状態でほぼ対等か、ディエンにわずかに勝っていた。

　目にもとまらぬ速度で繰り出される大刀のために、ディエンは容易に相手の懐に飛び込むことができなかった。一方、剣士の方も、ディエンの変幻自在な技に翻弄され、決め手を欠いた状態にあった。

　この状態を先に破ったのは剣士だった。吹きつけた熱風と砂塵に乗って、凄まじい猛攻で一気にディエンを追いつめたのだ。

　そのままなら、剣士が勝っただろう。ディエンは腕に大きな裂傷を負っていて、肩口からも血を流していた。いかに武聖とうたわれたディエンであろうと、動きに精彩を欠いていることは否定できず、一方、ほぼ無傷の剣士は多少息が上がってはいたものの、攻撃の速度に翳りは見えなかった。

「それがあの男の油断を生んだ。あの戦いの中で唯一と言っていい。やつはほんのわずか力んだのさ。長さにして半リットほど、刀を引き戻しすぎた。そして幸運にも、わしはそれを見逃さずにすんだ。もし、わしに運がなかったら、ここにこうしていることはできなかったかもしれない」

　勝負の決着はあっけないものだった。ディエンがやられたと思った刹那、剣士の利き手の小指がありえない方向に曲がっていたのだ。

　もちろん、相手も一流の遣い手である。その状態でも、剣士はすくなくとも見た目には変わらぬ速度で刀を振るっていた。

　だが、刀を操るために必須の小指を砕かれたのは致命的だった。形勢は瞬く間に逆転し、ほんの数呼吸の間に剣士は大刀を奪われ、ディエンの一撃のもとに昏倒させられたのだった。

　それにしても、である。

　あの時は、あれほど手を焼いていた剣士に、ディエンが逆転の一撃を加えられた理由がわからなかった。それが、ほんのわずかの力みによるものだったとは。

　いや、ビエルからすれば、そんなものは油断でもなんでもなかった。わずか半リットの出し入れが勝敗に直結するなど、想像もつかない世界の出来事に思える。

「自分にはできないという顔だな。もちろん、あの男がおまえの相手なら、仕合いの前に弔いの準備をしておくことになるだろうな。だが幸運にも、おまえが戦うのはコーウェイだ。相手の隙も、攻撃の見切りももう少し大ざっぱに考えていい。無論、おまえのいまの能力で限界に近いまねが必要になるが」

「限界、ですか」

　ビエルは苦笑するしかなかった。

「だからなのだ。あの時の攻防ばかりではないぞ。旅の間じゅう、わしが買った仕合いを思い出せるだけ思い出しておけ。すべては、この時のためのようなものだったのだからな」

　ビエルは意外そうな顔をした。

「まるで、わざと仕合いを受けていたようなおっしゃりようですね」

「では聞くが、いかにも喧嘩を売ってきそうな相手の前で、わざわざそうとわかるように名前をもらすほど、わしは間抜けかね？」

「え……それでは」

「勘弁してくれ。あの男の腕のほどはひと目でわかった。わしがおまえに最高の手本を見せてやれそうな人間は、道中あの男くらいのものだったのだよ。もちろん、狙ってやったのさ。ほかの仕合いも多かれ少なかれ、な」

　茫然と見返すビエルに、ディエンはぽんぽんと肩を叩きながら続けた。

「いまのおまえはちょうど伸び盛りの時期にある。肉体の鍛錬はもちろん重要だが、頭がからっぽではどうしようもない。この時期、身体と精神の両方をうまく鍛えていくことが、おまえの今後の一生を左右すると言っても過言ではないのだ」

「はい……」

「まあ、座れ。そろそろ陽も落ちる。飯の支度もできた。まずは食え。この何日か、まるで食べてはいないではないか」

　ビエルが椅子がわりに置いてある大石に腰を下ろすのを見てから、ディエンは湯気を上げる肉汁を碗によそいながら続けた。

「それにしても。わしの見立てより、おまえは少々伸びすぎた。まさか、教えもしない〈気功〉の技を使うとはな」

「気功、ですか？」

　その問いに、ディエンは碗をビエルの手の中に押しつけながらうなずいた。

「課業には、たしかに〈気〉を鍛えるための課程も入っていた。だが、体内の気を鍛えることと、実際に気を発することはまったく別のことだ。そして、それがいけなかった」

「え……それはどういう……」

　ディエンは黙って自分の左腕の袖をまくり、ビエルの目の前に突き出した。

「いまのおまえなら、練り上げた気を視ることができるだろう。どうだ、ぼんやりと腕を包む光が見えるか？」

　言われたとおり、ディエンの左腕は暖かな光に包まれていた。ビエルがうなずくと、ディエンは微笑んで指を一本立て、そこに光を集中させた。

「いま、この指先に貫けぬものはないと言っていい。霊力を帯びた品は別だが。その気なら、おまえの腰かけている石をふたつにすることも不可能ではない。熱した包丁で飴を切るようにな」

「そんなことが」

「より強く練り上げた気なら、霊力のこもった業物と切り結んでもひけをとらぬ。わかるか？　つまり、気功を身につけるということは、魔道の武器を手にしたこととおなじなのだ。武繰遣いにとって、それがどういう意味を持つか」

　ビエルはディエンの言葉の意味を察し、ごくりと息を飲んだ。

「つまり、霊剣の類を持って戦うこととおなじだと？」

　ディエンはゆっくりとうなずいた。

「コーウェイがおまえを殺そうとしたのも、無理からぬことではあるのだ。おまえは無意識にではあるが、あの師範代の部下を殺すところだったのだよ。ぎりぎりのところで拳に集めた気を散らせたのは、おそらくおまえの本能によるところだろう。だが、訓練されていない気功でいつもおなじことができるとは限らない。そもそも、わずかに残存した気で打っただけで、あの始末なのだから」

「はい……」

「安心しろ。コーウェイとの戦いで妙な気遣いは必要ない。あの男もそこそこ遣う。にらまれただけで吹き飛ばされそうになったろう？　あれは直接気をぶつけたわけではないが、おまえの中の気に自分のそれを反発させたのさ。気をまともに操れるわけでもないのにあれに耐えた時点で、単純な〈練気〉の強さだけならおまえはほぼあの男と対等だと言える。やつは手加減していなかったからな。むしろ、あれで吹っ飛んでいたほうが、話はまるくおさまったかもしれない」

　ビエルは自分の身体を見下ろしながら、どぎまぎとした。

「そんな」

「無論、気は単なる刃にすぎない。あるいは鎧と言ってもいい。赤子に霊剣をあたえてもなにもできぬのとおなじように、武繰の技を修めていない人間が気だけ練ることができても、無駄に生命を削るだけのことなのだ。気とは、要はその生き物の生きる力そのものなのだからな。これから残りの日々、身体の鍛錬は主に気功を強めることに費やすことにする。まあなんのことはない、いままでとさして変わらんのだが、意識してそれを行うのとそうでないのとでは、天と地の開きがあるからな。それがわしの考えている半分でもできれば、勝負はどうなるかわからんぞ？」
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　それから、約束の日まではあっという間のことだった。

　拝臨掌の教練場には、多くの見物客が集まっていた。

　もともと、地元と深く結びついたこの武繰の一派は、施しや土木事業にも積極的に参加していることもあって、庶民の人気が高かった。

　その拝臨掌に敵対しているビエルは完全に悪者扱いであり、教練場の中央に設えられた即席の闘技台に飛んでくる石つぶてをかわさなければならない始末だった。

　闘技台は土を盛り固めて作られたものだった。一辺が二リートほどの正方形で、側面は傾斜をつけて盛られている。闘技台の地面からの高さは四半リートくらいあって、そこに上るために側面に掘られた階段以外、飾り気のないものだった。

「静粛に！」

　湧き上がる罵声の中、闘技台に上がった辮髪の老人が、その小さな身体からは想像もつかない声でそう呼ばわった。拝臨掌の導主であるヨウ・カンビェンである。

「ディエン・ルィ・ズィィ師の申し入れにより、これより当流派師範代コーウェイ・ラン・オーランと、ズィィ師の弟子ビエルとの仕合いをこれより執り行う。これは殺し合いではない。よって、勝敗には条件を定める。ひとつ、どちらかが参ったと口にすること。ひとつ、口にできぬときは、闘技台、または相手の身体を掌で叩いて知らせること。闘技台より出て、十数えるまでに上がらぬ時も、闘技台外の人間が敗者となるものとする。得物の使用はこれを認める。ただし、刃のあるものはこの限りではない。両者、よろしいか」

　短い白線の引かれた闘技台の端に立って、ビエルは無言でうなずいて見せた。対面に立つコーウェイもまた厳かな表情でうなずく。

　ビエルは内心しまったと思った。武器については考えていなかったからだ。拝臨掌の名とは裏腹に、この流派は多彩な武器を操ることで知られる。剣や槍、戈は除くとしても、武器の使用が許されているのはビエルにとって不利だった。ディエンは、ビエルに武器の扱いを教えてくれていないからである。

　カンビェン師の宣言の後、例の師範代補佐が進み出て、長い木棍をコーウェイに手渡した。

　コーウェイは手の中の棍の重さを確かめてから、くるくると振り回して見せる。そうして納得したように、側に控える補佐に向かってうなずいた。

「では、始めよ！」

　カンビェン師は腕を振り上げ、叫んだ。同時に、闘技台の中央から後ろを見ることもなく、滑るような足取りで退がっていく。

　さっそくコーウェイが動いた。

　ビエルは、ただ退くことしかできなかった。蛇のようにうねうねと曲がる棍の攻撃を、かわすだけで精一杯だったからである。

　しかも、棍には薄く気がかぶせてあった。それに気づいたビエルは、相手と自分との技量の隔たりに、目の前が一瞬暗くなるのを感じた。


「さて、いよいよ明日は仕合い当日だが、ひとつだけ教えておこうと思うことがある」

　前の日の夜、課業を終えていつものように頭の中で戦いをさらおうとしていたビエルのもとに、夕飯を調達しに行っていたはずのディエンがやってきてこう言った。

「気を、できるだけ広く纏ってみろ。薄く、薄くだ。いいな？」

　その注文に、ビエルは困惑した。そもそも、気を操れるようになったとはいってもそれは無意識のものであり、まだ気の大きさの調整さえも簡単にできる状態ではなかったからである。それを、できるだけ薄くして身に纏えという。

　結局、気を練りながら上半身に薄く広げるのに、試行錯誤の時間も含めてたっぷり半刻近くかかった。

「うっ」

　なにが起きたのかと思った。上半身に、板金の鎧でも被せられたかと思うほどの重みが、一気にのしかかってきた。

「気には重さは存在しない。存在はしないが、体内の気はそれに反応する。そうやって操ろうとするだけで、鉄の重石でもつけられたと思うほどの重みがかかるはずだ。それを取り払うためには、相応の鍛練と技術の習得が必須だが……無論、おまえがすぐにそんなことができるとは思っていない。加えて――」

　ビエルは、身体にかかる重みとは別に、異様な疲労感が全身を包み始めたことに気づいた。

「前も言ったろう？　気とは、もともと生き物の生きる力だ。無駄に使えば、生命力を削り取ることになる。たしかに、戦いにおいて気は便利な道具だ。敵の攻撃を容易に退け、霊剣に匹敵する打撃を相手にあたえられる。覚えたてのおまえなら、余計にそう感じているはずだ。だが、必要以上に使ってはならん。納得はいかないかもしれないが、明日は、相手が気を放ってきたときの対抗手段と、致命傷に対する防御だけに限るのだ」

　納得がいかないもなにもなかった。これだけわかりやすく危険を教えられれば、なにも言われなくても遣いどころについて考えるようになるというものだ。

　そしてその時はまだ、相手もおなじようなことを考えているだろうと思っていた。


　技ばかりではなく、気に関しても、相手の技量がビエルよりはるかに上であることは明らかだった。正直に言えば、その辺については多少なりとも希望を抱いていたのだが、想像したよりその隔たりは大きかった。

　あの棍に常に気を纏わせて戦えるなら、それはあれが霊力を帯びた武器とおなじことを意味した。おそらく、あの棍に触れるだけで、強く打ち据えられたのとおなじ打撃を食らうだろう。内懐に飛び込んで間合いを詰めようとしても、棍に触れることさえ許されないのではどうにもならない。

　ビエルは必要以上に相手と距離をとって、逃げ回ることしか思いつかなかった。

「相手の力量を過大評価するな！」

　ディエンの声だった。

　過大評価？　しかし現実に、相手は制御するだけで難しい気を、手にした木棍に纏わせるという芸当をやってのけている。

「しかし——！」

「小手先の技に惑わされるな。気の総量はたいして変わらん。いや、むしろおまえの方が大きい。それでおまえが相手のように気を扱えば、なにが起こると思う？」

　自分なら、かりにあの技が使えたにしろ、長くああしていることはできないだろう。おそらくとっくに息切れしているはずだ。それが、相手はいまだに動きに乱れひとつ見せず、ああして棍を振るっている。

　ディエンの言葉を信じるなら、コーウェイの気の制御は相当巧みなのだろう。ビエルなら四半刻のさらに四半ももたないところを、ああして呼吸も乱さず、気を維持していられるのだから。

　だが、それでもかなりの無理を自分に強いていることは間違いない。気を広げてなにかを包み込むという試みが、どれほどの消耗を促すかということを、ビエルは身をもって知っていた。

　ならばもし、すこしでも練り上げた気を無駄にさせられれば。

　そこまで考えて、ビエルの脳裏に閃くものがあった。

　距離を取りながら、相手の気を混乱させる方法があるではないか。この前、ちょうどこの仕合いの約束をかわした時に、コーウェイがビエルに使った技、である。

　要は、相手の気の流れにあわせて反発する気を作り出せばいいのだ。その状態である程度接近しさえすれば、相手は反発する気の不意打ちを食らうことになる。実際は、互いの気の間に生じる反作用で身体が押しやられるだけなのだが、それとわかって備えていなければ、たいていの場合、体内の気が大きく乱されることになった。

「……試す価値はある」

　ビエルは逃げ回るそぶりを続けながら、慎重に気を練り上げていった。重要なことは、相手にこちらの意図が読まれないことだった。だからビエルは、練った気をぎりぎりまで体央において、色ヽ――気にはさまざまな性質を持たせることが可能だが、気功遣いは一般にその性質を色の形で認識した――を加えない状態に保ったのだった。

　十分な気が体央にたまったとみるや、ビエルは一転してコーウェイとの距離を詰めた。その目的を気による打撃と判断したか、コーウェイは棍を掲げて防御の姿勢をとった。

　ビエルは、コーウェイの気の状態を瞬時に見てとった。黄色みがかった気が、腕と体央を還流している。ビエルは体内の気をその鏡映しに整え、青紫に染めた。

　ビエルが驚くほど、その効果は覿面にあらわれた。

「ぐっ！」

　コーウェイが、なにかに激突したように大きくのけぞったのである。棍を覆った気が一瞬明滅し、わずかの間をおいて復元する。だが、棍の表面を流れる気の薄膜に、いままでのような滑らかさはなかった。

　消耗している。いまの一撃からの回復のために、一気に体力を使ったらしい。

　ビエルに向けられたコーウェイのまなざしは、驚きと屈辱で燃え上がらんばかりだった。


「ふん、最善ではないが、悪手でもないな」

　ディエンは闘技台の袖で直弟子の戦いぶりを見上げながら、口もとをかすかに歪ませた。

「いやはや、恐ろしい逸材を見つけてきたものですな」

　いつの間にか、ディエンのすぐ脇にはカンビェンが立っていた。

「まだまだ山のものとも海のものともつきませんがな、見込みはあると思っておりますよ」

「なにをおっしゃる。あの若さで気功術の本質に気づいているとは……鍛練はもちろん必要ではありますが、才能がなければ、あの若さで到達できるとは思えない。ラマスの僧侶たちでも、あの域まで達している人間はさほど多くありますまい」

　ディエンは苦笑した。

「そこまで大言を吐くつもりはありませんがな。あの若輩者を〈力の監視者〉たちと同列に扱っては、かの偉大なる者たちにいささか礼を失するというものでしょうよ」

「いやいや、そうでなければ、卑しくも師範代を名乗る人間と対等以上に戦われているわれわれの立場が危うくなりますよ」

　そう言って微笑するカンビェンに、ディエンは意地の悪い笑みを向けた。

「なにをおっしゃるやら。そちらの仕掛けはこれからでしょうに。あんな闘技台をわずか一刻あまりで作り上げるのは、さぞ骨が折れたことでしょうな」

　カンビェンの眉が一瞬上がった。短い間を置いて、戦うふたりに顔を向けたまま答える。

「面目というものがございますでな」

「いや、結構。その程度で敗れる……まして命を落とすようなら、そこまでということですよ」

　カンビェンは、驚きに目を見開いてディエンに顔を向けた。

「そこまで突き放せる人間でなければ、弟子として迎える気は正直ありませんでな。が、覚悟なさることです。あなたの師範代にもおなじ危険がついて回ることを。事故というものは、いつでも起こりうるものですからなあ」
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　これが最初で最後の好機であることは、ビエルにもわかっていた。

　コーウェイの消耗につけ込んで持久戦に持っていったところで、経験豊富な相手のことである。逆にビエルが間違いを犯す危険の方が大きく、そこを突かれて逆転される危険の方が大きい。

　では、急戦に持ち込むとして、あの棍をどうするか。たとえ気を纏っていなくても、あれがあるだけで圧倒的に相手の間合いが広くなる。まして気の乗った棍の一撃を食らいでもしたら、かすっただけでも相当の打撃を受けることになるだろう。

　かといって、近づかなければ、いまのビエルにできることはなにもない。さっきの奇襲はもう通用しないだろう。

「ま、どこかで、いちかばちかの賭けに出なきゃならないことはわかってたんだ」

　ビエルは自嘲気味に笑ってから、この一年、うんざりするほど繰り返してきた歩法で前に飛び出した。

　コーウェイにはビエルの動きが追えないようだった。あきらかに、あてずっぽうで棍を繰り出している。ビエルはやすやすとそれをかいくぐり、相手の右脇に回り込んだ。

　方向転換の反作用を利用して、体を回して拳を引く。そこから雷震を放ち、生じた力を拳を通じてコーウェイに叩き込めば、たとえ相手が何者だろうと倒れない道理がなかった。

「――はっ！」

　気合とともに、かすかに浮かせた足を踏み下ろす。

　だが。

　足が地に触れた感触がなかった。そのまま足は地面を踏み抜いて、下へと潜り込んでいく。

「えっ」

　気がつくと、ビエルの右足は膝の深さまで埋まっていた。

　見下ろすコーウェイの顔が、かかったという表情に変わった。同時に、反動のついた棍の一撃がビエルの頭上から降ってくる。

　ばちっとなにかが弾ける音とともに、きな臭いにおいが漂った。

　ビエルは交差した両腕でコーウェイの棍を受け止めていたのだった。拳に気を溜めていなかったら、おそらく死んでいただろう。いまの一撃を放つ直前、相手が棍で防御してくることに備えて、手首から先に気を纏わせていたのだ。もちろん、相手が受け損なえば、そのまま気の一撃を見舞うことができるという計算の上である。

　とはいえ、気の力はほぼ相殺されていたものの、コーウェイの振るう棍の威力は十分に大きかった。

　骨のきしむ音とともに、相応の苦痛がビエルを襲う。歯を食いしばって痛みを意識の外に押しやると、ビエルは交差した腕で棍をからめとった。コーウェイはそれを予測していたのだろう、素早く棍から手を放し、自由のきかないビエルにむけて凄まじい数の掌打を放ってきた。

　ビエルはのけぞりながら棍を放り投げ、身をひねって掌打をかわした。

　拝臨掌の掌打は、気功の力を抜きにして衝撃で骨を砕き、内臓を破裂させる威力を持っている。動きの止まった状態で不用意に受ければ、ただではすまない。

　ビエルはおのれのうかつさを呪った。よく考えれば、相手の狙いがこれだったことはわかったのではなかったか。

　相手は、ビエルの雷震を封じにきたのだ。それも、コーウェイの技によってではなく、姑息な細工によって。そうとわかれば、棍に纏わせた気の理由もわかったような気がする。

　つまり、コーウェイはビエルの雷震の威力を恐れていたのだ。罠を仕掛けた上で、いつビエルが仕掛けてきてもいいように、盾がわりに棍を手にしていた。そういうことなのだろう。

　怒りがわきあがってきた。

「これは、堂々の仕合いじゃなかったのか？」

　眼前に迫った掌底を、ビエルは手首をつかんで受け止めた。そうして、そう言いながらコーウェイの顔をねめ上げる。

「さて、われわれはなにもしていないが。たまたま盛り土の締まりが悪い場所を踏み抜いたのではないか？」

　コーウェイはすまし顔でそう答えた。さっきまでの追いつめられた表情は、微塵も残っていない。

「ずいぶんと、そっちの都合に合うように踏み抜いたもんだ。こっちの雷震で、崩れるように細工したんだろうに」

　だが、ビエルがそう指摘しても、コーウェイは肩をすくめるだけだった。

　ぎりりと奥歯を噛みしめて、ビエルは火の出るような怒りに満ちた目を見開いた。握りしめた拳には青筋が浮き、わなわなと震えている。

　ふたたび、雷鳴のような声が響いた。

「証拠もないことを、いつまでも言うでない」

　ビエルは驚きの表情を浮かべ、自らの師を振り返った。

「ディエン……導師」

「それともおまえは、敵が小細工をしただけで負ける程度の技を覚えたかったのか？　それなら、就く導師を間違えたな……いいか、相手の卑劣さを非難するくらいなら、向こうが自分のしたことを後悔するまで打ちのめしてやれ」

　闘技台の下からこちらを見つめるディエンの顔には、なにか面白がっている雰囲気さえあった。

　ビエルは短く天を仰いでから、コーウェイの腕を突き放し、ずぼりと足を引き抜いた。

「わかりましたよ……くそ、あの調子じゃ、最初からわかってたんだな」

　ビエルは、捨て鉢な気分になって身構えた。あいかわらず怒りで腹の底が煮えたぎっていたが、不思議に気分は軽かった。半分は、ディエンに呆れさせられたせいだった。

「もう面倒だ、さっさと終わらせよう」

　言いながら身構えると、コーウェイはほんのわずか口もとを歪めて笑みを作った。どうやら、ビエルが勝負を捨てたと踏んだらしい。

　それはまあ、半分くらいは当たっていたのかもしれない。少なくとも、ビエルは勝敗へのこだわりは捨てていた。ただ、いままで身体に叩き込んできたものだけを信じて、相手に立ち向かおうと考えたのだった。それでだめなら、しかたがない。

　開き直ってみると、見えている風景が変わったように思える。その気分でコーウェイに目をやると、どういうわけか、相手がこれからなにをするつもりかわかる気がした。

「ほう」

　感心したような声を上げるディエンに、振り返ったビエルは、師が目を丸くして、口をすぼめているのを見た。なにかに驚いているようだったが、確かめる気にもならなかった。

「師範代！　棍を」

　コーウェイは門弟が投げてよこした棍を受け取り、ふたたび身構えた。雷震を使われる心配がなくなったと考えているのだろう、棍に気を纏わせる気配はなかった。

　――突きが来る。

　ビエルは、自分の予感と相手の動きが完全に一致したことに内心驚いていた。

　想像通りの間合いで、コーウェイは棍を突き出してきた。ビエルが棍を気にしていると読んで、その虚を突こうとしたのである。いままでなら、かわせないか、そこまではいかないもののかなりひやりとさせられたはずの攻撃だった。

　だから、ビエルがふた呼吸は早く攻撃の軌道から身を引くと、コーウェイはいらだたしげにうなり声を上げた。

「うぬ！」

　コーウェイが、突き出した棍を引き戻しつつ素早く跳ね上げる。あまりに思い通りの攻撃だったので、ビエルは驚いてその場で固まってしまったほどだった。おかげで、危うく顎に痛打を食らうところだった。なんとか頭を引いて紙一重でかわせたものの、さすがに冷汗が背中を伝った。

「これって……」

　ビエルはよろよろと後ずさりながら、驚きの表情でじっとコーウェイを見つめた。

「どうした？　ついてこられなくなったか？」

　勝ち誇った顔で、コーウェイは棍を繰り出してきた。攻撃そのものは複雑な応用動作の組み合わせで、技を知らなければ簡単にはかわせない厄介なものだった。

　だが、ビエルには相手の狙いと、棍の軌道がはっきりと見えていた。一件複雑な攻撃をかわすために、ビエルはほんの二、三歩動くだけで十分だったのである。

　会心の攻撃を完全に見切られて、コーウェイは驚きに目を見開くしかなかった。

　その瞬間、相手は完全に防御を忘れていた。それを目にしたビエルは、考えるよりも先に拳を突き出していた。一番隙の大きい胸のあたりを狙うそぶりで、コーウェイがその攻撃に気づき、棍で受けようと構えたところで、鼻先に狙いを変える。

「あっ」

　コーウェイは、鼻のあたりをおさえて後ずさった。指の間から、赤黒いものが糸を引いて流れ落ちる。

　突き出された拳は、コーウェイの鼻頭をど真ん中に捉えていた。自分も思わなかったあまりにも見事な命中っぷりに、ビエルは思わず失笑していた。相手を愚弄する意図はなかったが、コーウェイがそういうふうに考えるはずもなかった。

「なめているのか！」

　色白な肌を赤黒くまだらに染め、悪鬼の形相でコーウェイがこちらをねめつける。わずかに遅れてその体内に沸き上がった強烈な気は、怒りとともに爆発的に大きさを増していった。


「力が抜けたとたん、一足飛びに〈読み〉がきくようになったか。まったく、底なしだな、あいつは」

　笑いを噛み殺しながら、ディエンが言う。

「……なんと……なんということだ」

　隣に立っていた拝臨掌のカンビェンは、青ざめた顔でうめき声を上げていた。

　ディエンはにんまりとなった。

「いやいや、わしも正直驚いているのですよ。教えもしなかった気功を操り、いままた実戦のなかで相手の気を読む芸当をやってのけるとは。まあ、やつの天稟からすれば、かならずしも不思議ではありませんがな。さもなければ、弟子にとるなど考えもしなかった」

「そうではありません、ディエン師。コーウェイは禁じ手を使おうとしている。止めなければ、両者とも生命が危うい」

　カンビェンがこわばった表情で訴えかけるのに対して、ディエンはにやにや顏を崩さず、うで組みをして顎をしゃくって見せた。

「なにをおっしゃる。これで、ようやく面白くなってきたというものではないですかな。いやしかし、〈操倍功クヮイアン・カン〉かよ」


　コーウェイの気が、数倍にふくれあがっていた。素養のない人間が見れば、その肉体が巨大化したように感じられたかもしれない。

　通常、気というものは一度に一定以上の量が流れないように自制されている。それは、気が生命力の転化したものだからである。一度に限界を超えて大量の気を放出すれば、最悪死に至ることもありうる。

　いまのコーウェイがまさにその状態だった。強大な力とは裏腹に、コーウェイの肉体はひどく不安定な状態にある。

「きぇええええい！」

　ほんの一瞬の後、暴風のような掌打が叩きつけてきた。恐るべき疾さと重さを兼ね備えた攻撃だった。

　わずかに早くビエルが飛び退くと、その場所は、土煙とともに大きく陥没した。

　気の流れは読める。だが、〈操兵〉にも匹敵する力を振るうコーウェイにどう対処すればいいのか、ビエルには想像もつかなかった。

「その男の命がけの秘技を引っ張り出したのだ。全力で応えなければ、おまえに武繰を修める資格はないぞ」

　ディエンだった。面白がっている口調とは裏腹に、ちらとのぞき見たその表情は、ひどく厳しいものだった。

「ああもう……やりますよ」

　ビエルはうんざり気味に口もとを歪ませた。武繰の資格がどうこう言う前に、全力で立ち向かわなければ確実に殺される。それだけは確かだった。

「どこを見ている？」

　たったいままで目の前にいたはずのコーウェイが、いつの間にか背後に立っていた。動きが読めていなかったわけではない。ただ、コーウェイの気の流れと、実際の動きとの間にほとんど差がなかったのだ。

　前に伏せて、なんとか背後からの攻撃をやり過ごす。莫大な気を纏い、鉄槌なみの威力を持った棍が突き下ろされるのを転がってかわしながら、ビエルはつけ入る隙をうかがった。

　だが、コーウェイの気は、単にその大きさを増しただけではなかった。増幅され、同時に密度も増した気の流れは、その反応速度も引き上げていたのである。

「くそ、なんて技だ！」

　ビエルの優位は完全に消し飛んでいた。次々と叩き込まれる攻撃に、ただ逃げ回るのが精いっぱいだった。

　だが、すべての攻撃をかわしたにもかかわらず、ビエルの全身には無数に傷が刻まれていった。恐ろしいまでの密度で気を纏ったコーウェイの棍、掌、そして脚は、掠めただけで近くにあるものを切り裂いたのである。

　それでもビエルは忍耐強く機会を待った。さっきとは状況が違う。さすがにここまで力の差があると、いちかばちかの賭けに出ることさえ難しかった。後でディエンに嫌みを言われるかもしれないが、命がなければ小言を聞くこともできないというものだ。

　どれほどの間、攻防が続いただろうか。戦いを見守る観衆からすでに声はなく、修羅のように全身から湯気を立ち上らせるコーウェイに、恐怖のまなざしを向けるだけだった。その場から立ち去る人間がいないのは、コーウェイに対する礼からではない。恐ろしさのあまり、足がすくんで動けなかったのだ。

　ビエルはまだ立っていた。肩を激しく上下させ、全身の傷から血がにじんではいるが、それでも闘志を失ってはいなかった。恐怖心がないといえばうそになる。だが、恐怖はビエルを縛る枷にはならなかった。

「もう、逃がさないぞ」

　コーウェイの攻撃で、闘技台は半分以上が崩壊していた。崩れた場所はひどく不安定で、足場としては心もとない状態だった。

　ビエルは無事な南西の端に追いつめられ、逃げ場を失った状態にあった。だが。

　追いつめられているのはコーウェイの方だった。ビエルの身を切って行った時間稼ぎが功を奏しつつあったのである。

「……ずいぶん手間取らせてくれた。だが、それもここで終わりだ」

　言葉とは裏腹に、コーウェイの表情が苦しげに歪み始めていた。呼吸の乱れは見えないが、ひどい量の汗をかいている。あれだけ巨大だった気も、わずかずつ萎み始めているように見えた。

「ああ。もう逃げないさ。その必要がなくなったからな」

　コーウェイは答えず、いまいましげにビエルをにらみつけながら、手にした棍を大きく頭上から振るった。刃のような気を帯びた棍は、地響きとともに、ビエルが左に跳んでかわした場所に大きな溝を作り出していた。

　ついいましがたまで、相手の出方にかかわらずひたすら逃げ回っていたビエルが、ここで動いた。振り下ろした棍を足で踏みつけ、コーウェイに反発する気を流し込んだのである。

　大半は地面に散ってしまったが、ほんのわずかでも伝われば十分だった。ばちっという乾いた音とともに、コーウェイは顔をしかめて棍を取り落としていた。

「おのれ、こざかしいまねを！」

　いまいましげなうなり声を上げながら、コーウェイは残った気をかきあつめて掌打を放ってきた。どこにそれほどの気が残っていたのか。数倍に巨大化したように思える掌が、ビエルの眼前に迫る。

「だが、でかいだけヽヽヽヽヽだ」

　ビエルは、頭を傾けてその掌打をかわした。ささくれた気の端が、ざっくりと頬の皮と肉を持っていく感覚があったが、構わなかった。さっきまでに比べれば、コーウェイの動きはひどくのろのろとしたものに変わっていた。

「そんな異常な気の遣い方をしていれば、それほどもたないと思っていたんだ。どうやらその時が来たようだな」

　言いながらビエルは、滑るように踏み出した右足をわずかに浮かせ、ひねり込みながら踏み下ろした。

「食らえ！」

　渾身の雷震であった。踏み下ろした場所にも、もちろん崩れる細工がなされていたが、ビエルは構わなかった。

「なに！」

　目をむいたコーウェイが、驚きに表情を歪める。当然のように崩れると思われた地面が、ビエルの踏み下ろしたあたりを中心に、幅十リットかそこら崩れずに残ったのである。

「いま、思いついたんだ」

　ビエルはにやりとなった。

「足の裏に防御の気を張って雷震すれば、どうなるかってね」

　厳密に言えば、それは防御のためのものというより、吸着や接合を行う性質を持たせた気だった。体系立てられた理論を学んでおらず、感覚的に気を操っている彼にとって、その二種類を完全に見分けるのは難しかったのだろう。

　いずれにせよ、ビエルの気は、狙ったとおりに効力を発揮したのだった。

　地面がもったのはほんの一瞬だった。だが、それで十分だった。ビエルの放った気によって強く結合した土砂は、雷震の力を受け止め、反動を返した。

　単なる突きの数倍の力を乗せた拳が、がら空きのコーウェイの脇腹に吸い込まれていった。気は乗っていなかったが、それに匹敵する打撃が相手を直撃していた。

　身体をくの字に曲げたコーウェイが、ビエルの目の前を音もなく横に吹っ飛んでいった。

　片足を深く埋めた格好で、ビエルは、一リートほど向こうでだらりと舌を出してのびているコーウェイを力なく見やった。

　相手が起き上がってくるかどうか確かめようと、足を引き抜いてそちらへ向かおうとする。とたん、目の前が暗くなった。

「はは……こっちも種切れだ」

　頭の中に自分のその言葉を聞きながら、ビエルは天地の向きが消失するのを感じていた。


　　　　　　　　５


　気がつくと、苦笑を浮かべたディエンの顔が目に飛び込んできた。

「あっ、いつつ……」

　こちらも笑おうとして、ビエルは頰に走った苦痛に表情をひきつらせた。

「いま手当てをするところだ。なに、この程度ならそれほどかからずに治る」

　ビエルはしばらくディエンの手当てを受けていたが、ややあってたずねた。

「……ええと、自分は勝ったんでしょうか？」

　目を動かしてあたりを見ると、すでにそこは仮住まいの小屋の中だった。

「引き分けだ。そういうことにしておいた」

「そう……ですか」

「なんだ、不満か？」

　ビエルはかぶりを振ろうとしてやめた。さっきの痛みが脳裏をよぎる。

「いいえ。それでよかったんだと思います。拝臨掌に恥をかかせたら、ここに長居できませんし」

「わかってるなら、どうしてやつらとことを構えた？」

　ディエンの言葉に、ビエルは目を見開いて身を起こした。

「なにを！　話を大きくしたのは導師でしょう？」

　ディエンははっはと笑ってから、目を細めてビエルを見返した。

「わしはそもそもの話をしているのさ。やつらになにを言われても、だまって受け流しておけと言ったような気がするが」

「しかし、やつらは——」

　ディエンは肩をすくめた。

「衆道に興味がないといえばうそになる」

「えっ」

　ディエンはにやりとなって、ビエルの頬にひやりとする湿布を貼り付けた。

「い、いたた……」

「ま、この歳まで独り身でいれば、どんな噂をたてられてもしかたがない。無論、好きで色恋と無縁だったわけではないし、若い頃にそういう機会が何度かなかったでもない。とはいえ、武の道とどちらをとるかと聞かれれば、いまわしがこうしているのがその答えになるな」

　ビエルは少しむきになって言った。

「色事と武繰が両立しないとは思えませんが」

「わしはそうしなければいけないと思ったのさ。誰もがそうとは言っていない——ベイラが恋しいか？」

「い、いえそんな」

　ディエンは静かにビエルの肩に手を置き、ゆっくりと押して横になるようにうながした。

「まあ、眠れ。なんにせよ、おまえはこの戦いでとんでもなく力をつけた。いまのわしの興味は、おまえがどこまで伸びるか見守ることだよ。おまえはまだ強くなれるぞ。それこそ早いところわしを追い抜いて、とっととこの老体からなにかと面倒がついて回る称号を持っていってほしいもんだよ」

　湿布のおかげか、笑みを作ってもさっきほどの痛みはなかった。ビエルは少し安心して、心地よい眠りの中に引き込まれていった。


　ビエルは数年の後、自らの手で導師ディエンを討つことになる。

　それはこの世界の安寧を保つため、必要なことではあったが、この幸せな思い出が、ビエルの心を終生苦しめ続けることになるのである。
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